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　AsⅢ、AsⅤのCmaxは反復投与第 1 日目と第 4 週目で同様であったが、排泄は第 4 週目において遅延した。
結果として第4週目のAUCは第 1 日目のAUCの約 2 倍に増加した。これに対しMAAⅤ、DMAAⅤの血漿濃











































4）ATO投与開始 1 日目と 4 週間連日投与した患者について24時間フォローアップしたものを比較する
と、AsⅢとAsⅤの最大血漿中濃度はそれぞれほぼ同じレベルであったが、第 4 週目のAUCはいずれも第
1 日目のAUCの約 2 倍に増加した。MAAⅤとDMAAⅤのAUCはいずれも第 1 日目に比して第 4 週目で 4
倍にも増加した。すなわち、無機ヒ素類に比べてメチル化ヒ素類は投与を重ねるにつれ、体内に蓄積
される傾向があることが判明した。
5） 4 種のヒ素誘導体につき、開始 1 日目、1 週目、2 週目、4 週目の各尿中排泄率を調べたところ、
AsⅢは第 1 日目にほぼ 6 ％であったが第 1 週から 4 週にかけ12～17 ％のほぼ一定の値を示した。
























13） 1 日 1 回のATO点滴投与量を0.15 mg/kgに設定した根拠について
14）RA症候群とは何か
15）ATOを使用する際の患者様への説明や対応について
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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